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2025 年度 春季入学一般選抜試験（第 2 期）　解答例

試験科目：熱力学

間 1 ピストン付きのシリンダーに封入された 0.2kgの理想気体を、 12000 Nm の仕事によって圧縮

したところ、 気体は 2kJ放熱した。 この圧縮における、 気体の比内部エネルギーの増加量を求めな
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熱力学の第一法則より，状態変化 l→2 において系の受熱量Q12 ，系の内部エネルギー変化量U2 - U1, 

および系が外部へする仕事W12とには， 以下の関係式が成り立つ：

Q12 =的 一 佑＋ W12

題意から， Q12 = -2kJ, W12 = 12kJであるので上式へ代入し， 系の内部エネルギー増加量は，

u
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― 佑＝ ー2 - (-12) = 10 kJ

と求められる。 よって， 比内部エネルギー増加量は，

である。

Uz - U1 
= 50 kJ/kg m 
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